
宮津市立図書館読書週間行事 

  大型紙芝居を楽しむおはなし会 

令和６年１０月２０日（日）午後２時～午後３時３０分 

内 容 大型紙芝居『丹後ちりめん 加悦谷の三人の始祖』 

語り：森山道子さん  

「丹後ちりめんと宮津 300年の歴史」 

講演：与謝野町在住 丹後ちりめん製造業者 安田和司さん  

場 所 みやづ歴史の館 文化ホール 

入場無料 定員 200名（申込制・先着順）10月 1日から受付（10月 18日締切） 

・紙芝居の紹介・ 

 

 

 

 

 

※大雨等の警報が発令された時は、予告なく中止することがありますのでご了承ください。 

※駐車場は、島崎公園グラウンド臨時駐車場をご利用ください。 

問い合わせ・申込み先  宮津市立図書館 TEL 0772-22-2730 

氏名・住所・連絡先を明記の上、図書館カウンターまたは、ＦＡＸ・メールで申込。 

FAX 0772-22-2520     E-mail book＠city.miyazu.kyoto.jp 

10月 27日～11月 9日は読書週間 2024第 78回読書週間標語 〝この一行に逢いにきた〟 

 

参加者氏名（フリガナ） 住所 連絡先 

   

   

宮津市立図書館読書週間行事 10月 20日「大型紙芝居を楽しむおはなし会」申込用紙

平成 29年（2017年）4月、丹後地方の 2市 2町が「丹後ちりめん

回廊」として日本遺産の認定を受けました。およそ 300年余り前から、

ちりめん産業は長きにわたって基幹産業として人々の生活を支えてき

ました。ちりめんが丹後で織られるようになった背景には「ちりめんの

始祖たち」の並々ならぬ努力がありました。始祖たちはちりめんの本場

西陣へ行き、ちりめん特有のしぼを出す糸の撚（よ）り方を学びます。

門外不出の秘法の時代、始祖たちにとっては命がけの努力でした。宮津

藩内で織られたちりめんはすべて「宮津藩産物会所」に集められ、飛脚

により京都の室町に運ばれました。宮津市市制 70 周年記念にお送り

する「ちりめんの始祖たち」の物語、ぜひご覧ください。 

 

キ リ ト リ 

宮津市立図書館のカウンターまたは、FAX・メールでお申込みください。

↑メールはこちらから 


